
 

 

 

 

 

 

前号では、低学年生活科の校外学習について、ご紹介

しました。今週火曜の２６日には、中学年が社会科見学

で、平戸へ出かけました。 

社会科の学習内容に、３年生は自分たちの町・市の様

子や地域の生産や販売の仕事について、それに関わる

人々の工夫や願いなどが、4 年生は、私たちの健康や生

活環境を支える事業（ゴミや水道、警察・消防等）など

についても含まれています。また、3 年生では市の様子

の移り変わり、4 年生では県内の伝統や文化、先人の働

きについて学ぶ内容もあります。教科書や資料からも、

多くのことを学ぶことができますが、実際の現場を肌で

感じたり、そこで働く皆さんに直接尋ねて生の声を聴く

ことが一番の生きた学習になります。 

今回の見学では、松浦史料博物館、ストアや直売所（3

年）、クリーンセンター（4 年）と消防署を回りました。

個人ではなかなか入ることができないような場所にも特

別に案内してもらったり、仕事で使っている機械につい

ても説明をしてもらったり実演してもらったりで、子ど

もたちは興味深く見学していました。 

子どもたちは日頃から買い物に同行したり、消防車な

どを目にしたりしています。しかし、その仕事に携わる

人たちが、どのようなことを考えて日々頑張っているの

か、販売されている商品が、どこからどういう経路で店

まで運ばれてきているのかについては、なかなか考えを

めぐらす機会は多くありません。今回の見学をきっかけ

に、様々な仕事に従事する人たちの工夫や願い、物流を

通して他の地域とも関わっているということについて

も考えながら、世の中に目を向ける第一歩になると素晴

らしいですね。 

見学を受け入れてくださった、各事業所・お店の皆様

にこの場を借りてお礼申し上げます。また、日程の都合、

1便での出発でした。朝から港までの送迎にご協力いた

だいた保護者の皆様、ありがとうございました。 

  

 本市との姉妹都市友好親善交流事業として、児童生徒の文化作品交流がされており、選ば

れた作品が、善通寺市内で 1０月下旬に展示されました。その作品が平戸に戻ってきており、

12月 1日（日）まで、未来創造館の 1階ロビーで展示されています。 

 週末に平戸へ渡る機会がありましたら、ぜひお立ち寄りください。本校児童の作品もあり

ますよ。 

大島小 学校だより 
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